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しもおく奈歩県議 愛知県議会で反対討論 

４年ぶりに党議席が復活した愛知県議会の５

月臨時議会で、しもおく奈歩議員は補正予算案

について反対討論をしました。しもおく議員は

補正予算案の中心である物価高騰対策は必要と

しつつ、「航空機サプライヤー（企業）支援」と

「結婚支援」について反対しました。 

5/23 日付の中日新聞は予算案の採決としては

3 年ぶりに「起立採決」が行われたと報じました。 

また、しもおく県議の所属委員会が決まりま

した。常任委員会は教育・スポーツ委員会、特別

委員会はアジア・アジパラ 競技大会推進特別委

員会です。 

 

中間選挙 

◆三重 度会町議選（6月 6日告示、11日

投票、定数 11、現有 1） 貞森義和＝現 

◆愛知 刈谷市議選（6月 25日告示、7月

2日投票、定数 28、現有 2） 山本シモ子、

牛田清博＝以上現、にいむら健治＝元 

「
大
軍
拡
・
悪
法
阻
止
、

暮
ら
し
ま
も
れ
」「
解
散
総

選
挙
に
追
い
込
み
岸
田
政

権
に
厳
し
い
審
判
を
」
と
、

日
本
共
産
党
の
全
国
一
斉

緊
急
宣
伝
が

20

日
、
21

日
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。 

三
重
県
鳥
羽
市
で
は
統

一
地
方
選
で
初
の
複
数
議

席
を
獲
得
し
た
戸
上
健
、

中
村
浩
二
の
両
市
議
が
宣

伝
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。

（
左
写
真
） 

 

「入管法改悪案を廃案に」 街頭宣伝でスピ
ーチする、もとむら議員＝21 日 

 
 

も
と
む
ら
氏 

衆
院
法
務
委 

 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
２
４
日

の
衆
院
法
務
委
員
会
で
、
刑
法
等
改
正
案

に
つ
い
て
質
問
し
、
対
等
で
な
い
地
位
関

係
を
利
用
し
た
性
行
為
な
ど
同
意
の
な

い
性
行
為
が
、
被
害
実
態
に
即
し
て
適
切

に
処
罰
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
▽
経
済
的
、
社
会
的
関

係
上
の
地
位
に
基
づ
く
影
響
力
の
あ
る

立
場
に
あ
る
▽
加
害
者
の
地
位
に
基
づ

く
判
断
が
相
手
方
の
経
済
的
、
社
会
的
関

係
に
利
益
ま
た
は
不
利
益
を
も
た
ら
す

 

 

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
、
２
５
日
、
財

政
金
融
委
員
会
の
軍
拡
財
源
法
案
の
審

議
で
、
米
国
の
武
器
輸
出
制
度
「
有
償
軍

事
援
助
（
Ｆ
Ｍ
Ｓ
）
」
に
つ
い
て
追
及
し

ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
米
国
が
価
格
や
納
期
を
一

方
的
に
決
定
で
き
る
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
武

器
購
入
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
の
参
院

本
会
議
で
、
調
達
・
維
持
費
の
高
騰
や
未

納
、
未
精
算
な
ど

「
改
善
す
べ
き

課
題
が
山
積
し

て
い
る
」
な
ど
と

す
る
警
告
決
議

 

軍
拡
財
源
法
案 

「
有
償
軍
事
援
助
」
告
発 

参
院
財
金
委 

井
上
議
員 

い
う
こ
と
で
運
用
し
て
ほ
し
い
」
と
要

求
。
松
下
裕
子
刑
事
局
長
は
「
ご
指
摘
の

通
り
だ
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
、
２
０
０
０
年
に
は
強

姦
（
ご
う
か
ん
）
の
起
訴
率
が
６
８
・

４
％
、
不
起
訴
率
が
３
１
・
６
％
だ
っ
た

の
に
対
し
、
２
１
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
３

２
・
４
％
、
６
７
・
６
％
と
「
逆
転
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
法
改
正
で
検
察
の
運

用
は
変
わ
る
の
か
と
質
問
。
斎
藤
健
法
相

は
、
同
意
の
な
い
性
的
行
為
が
「
よ
り
的

確
に
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
述
べ

た
上
で
、
改
正
の
趣
旨
・
内
容
を
「
検
察

地

位

で

あ

る―

こ

と

が

「

客

観

的

に

分

か

れ

ば

い

い

と

当
局
に
対
し
て
適
切
に
周
知
し
て
い
き

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

が
上
が
っ
た
と
指
摘
。
日
米
協
議
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
未
納
・
未
精
算
は
改
善
し

て
お
ら
ず
、
「
Ｆ
Ｍ
Ｓ
そ
の
も
の
の
不
公

平
な
枠
組
み
に
も
手
を
付
け
て
な
い
」
と

批
判
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
井
上
氏
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
が
新

造
さ
れ
る
た
び
に
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
装
備

品
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「（
政

府
は
）
必
要
な
も
の
を
積
み
上
げ
て
軍
事

費
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
比
２
％
と

な
っ
た
と
い
う
が
、
実
際
は
米
国
の
要
求

に
応
え
た
も
の
。
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
大
量
購

入
で
軍
事
費
を
青
天
井
に
す
る
の
は
許

さ
れ
な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 


